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指導改善のポイント 

【中学校２年生 理科】 

全体的な傾向の分析・考察＜１年生の内容の正答率のグラフ＞ 
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各領域で平均正答率が目標値を上回っている。特に｢身近な物理現象｣（+7.6 ポイント），「植物の生活と種類」

（+7.2 ポイント）が，大きく上回っている。一方，「身の回りの物質」と「大地の成り立ちと変化」では３ポイ

ント程度上回るにとどまっている。また，「植物の生活と種類」では他の３領域に比べて正答率（75.5%）が非常

に高く，4領域の中では，「大地の成り立ちと変化」が昨年度に続き，最も正答率（54.7%）が低くなっている。    

設問別にみると，1(1)の問題が今回の調査で最も正答率（88.4％）が高くなっている。この設問は，息をふき

こんだ試験管に入れてふると白くにごる液体名を４択で選ばせるもので，小学校から中学校で繰り返し石灰水を

扱ってきており，確実に知識が身に付いていると考えられる。一方，8(1)の正答率が最も低くなっている。この

問題は，凸レンズ越しに物体と等倍の実像ができる位置を4択で答える問題である。4択問題で29.2％の正答率

であることから，知識として身に付いていないことがうかがえる。また，この問題では焦点距離上に等倍の実像

ができると選択した誤答が正答（33%）を上回っている。このことからも凸レンズと実像の関係について正しく

理解されていないと考えられる。実験を行った後の授業展開を工夫することで学習事項の定着を図る必要があ

る。凸レンズによる像の作図に時間をかけて丁寧に指導することで改善が期待できる。 

表現力を問う設問は 6(2)②は，溶解度曲線（及び表）から 80℃の飽和食塩水を 20℃まで冷やしてもほとんど

結晶が析出しない理由を短文で答えるものである。この正答が 34.8%で，正答以外の解答(39.1%)の方が多く，

無回答率が高い点が大きな課題である。溶解度の差が析出量であることは理解しているが，その理由を文章表現

できない生徒が多い点を改善する必要がある。 

 

 

 

＜事例１＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

8 （1） 身近な物理現象 
物体と実像の大きさが同じであるときの，物体・凸レンズ・スクリー

ンの位置関係が分かる。 

問題  

光学台の上に電球，物体，凸レンズ（焦点距離 15cm）をのせ，スクリーンに物体と同じ大きさの実像がうつ

るようにした。このとき，物体と凸レンズの距離をA，凸レンズとスクリーンの距離をBとしたとき，A，Bは

それぞれ何cmか。次の１～４から正しい組み合わせを選んで書け。 

 １．距離A：15ｃｍ，距離B：15ｃｍ 

 ２．距離A：15ｃｍ，距離B：30ｃｍ 
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３．距離A：30ｃｍ，距離B：15ｃｍ 

 ４．距離A：30ｃｍ，距離B：30ｃｍ 

正答（正答率29.2％） 誤答（誤答率69.9 ％，無解答率 0.8 ％） 

４ １：33.2%  ２：23.7%  ３：13.0% 

 

２ 指導改善に向けて 

今回の調査で最も正答率が低い問題である。正答の選択肢よりも多く選ばれている選択肢もあり，学習内容が

定着していないことがうかがえる。正解するためには，「凸レンズを通る光の進み方を正しく理解している」と

いうよりも，「焦点距離の 2 倍の位置に置いた物体の実像が，反対側焦点距離の 2 倍の位置に等倍でできる」と

いう知識を事前にもっている必要がある。 

このことを意識付けるためには，条件によって実像の大きさが物体より大きくなったり小さくなったりするこ

とを押さえた上で，実験を通して等倍になる条件を探すような学習をさせたい。作図でも凸レンズを通る光の道

筋を理解することが大切である。 

 

３ 改善事例 

 「凸レンズによってできる像の導入」 

１ 指導のねらい 

 実像の大きさは物体・凸レンズ・スクリーンの距離によって変わり，実像が物体より大きくなる場合と物体よ

り小さくなる場合があることを身近な例を通して観察してから，物体と実像が同じ大きさになる条件を学習す

る。 

２ 具体例（活動や指導） 

①凸レンズ（一体成形のプラスチック簡易ルーペ）を生徒１人に１本ずつ準備する。 

②開いたノートの上に天井の蛍光灯の実像を映す。立てたノートに窓枠の実像を写す。 

（このとき，いずれも凸レンズと光源までは1m以上あり，ノートに写る蛍光灯の実像は実物より小さいこ

とを印象付ける。） 

③教室を暗くして携帯電話の画面などの実像を実物より大きくなるように映す。 

（このときには光源と凸レンズが比較的近いことに注目させる。） 

④どのようなときに実像は実物より大きくなるのか。また，実物と実像が同じ大きさになるのはどんなときか。 

（実験のポイントを意識づけて光学台の実験を行う。） 

 

 

＜事例２＞ 

１ 問題と解答状況 

設問番号 領域 出題のねらい 

6 
（2）

② 
身の回りの物質 

塩化ナトリウムの溶解度の表から，温度を下げても結晶がほとんど

析出しない理由を説明できる。 

 

問題  

 80℃の水100gに塩化ナトリウムを溶けるだけ溶かして水溶液をつくりました。 

 この水溶液の温度を20℃まで下げても，塩化ナトリウムの結晶はほとんど得られませんでした。温度を下げて

も塩化ナトリウムの結晶がほとんど得られないのはなぜですか。その理由を簡潔に書きなさい。 

正答（正答率34.8％） 誤答（誤答率39.1 ％，無解答率 26.1 ％） 

（例）水の温度を下げても，塩化ナトリウムの溶解度はほとんど変

わらないから。 
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２ 指導改善に向けて 

 溶解度曲線（及び表）から 80℃の飽和硝酸カリウム水溶液を 20℃まで冷やしたときに析出する結晶の量を 4

択で答える問題6(1)の正答率は56.4%であることから，溶解度の差が析出量であることは理解しているが，文章

での表現が十分できていないことが分かる。 

誤答には「食塩はあまり水に溶けないから」といった内容が予想され，温度によって溶解度が変化することと，

溶質によって溶解度の変化が異なることを確実に知識として定着させたい。 

また，知識をもとに短文で科学的な思考を表現させるためには，１領域のみではなく３年間を通して継続的な

指導が必要である。普段から観察，実験の結果を分析する時間をとり，証拠に基づいた論理的思考力・表現力の

育成を図る取組が必要と考える。そのためには，レポート等の作成のように書かせたり，グループやクラス全体

で討論させたりする中で，「表現」する場を与え，論理の重要性を認識させていく必要があると考える。 

 

３ 改善事例 

 「物質の溶解度」 

１ 指導のねらい 

実験を通し，水の温度が上がると，溶ける物質の量が多くなることを確かめる。硝酸カリウムと塩化ナトリウ

ムだけでなく，多くの溶質についての溶解度曲線を示し，塩化ナトリウムは温度によって溶解度がほとんど変わ

らない物質であることを印象付ける。 

２ 具体例（活動や指導） 

①硝酸カリウム5ｇと精製水10ｇを試験管に入れ，デジタル温度計で温度を計りながら湯煎し，完全にとける

温度を調べる。 

②資料の質量を変えて同様に実験し記録する。誤差は見られても，水の温度を上げるとより多くの溶質を溶か

すことができることを確かめる。 

③その後，温度を下げ，溶けていた溶質が析出する様子を観察する。 

④同様の方法で塩化ナトリウムは温度を上げても溶け残ることを確かめる。  

⑤実験結果もしくは示された数値から，硝酸カリウム，ミョウバン，塩化銅，塩化ナトリウムなど多くの溶質

について溶解度曲線・レポートを書かせる。 

 

 


